
ヤング・リーダーズ・プログラム（YLP）は2001年に開始した⽂部科学省のプログラムで
す。本プログラムにおいては、①アジア諸国等の指導者として活躍が期待される⾏政官養成
に貢献すること、②各国の指導者層の間に⼈的ネットワークを創ること、③我が国を含む諸
国間の友好関係を構築すること、④各国の政策⽴案機能を向上させること�を⽬的としていま
す。世界の⾏政官が参加する本プログラムで共に学ぶ、⽇本の優秀な⼈材を募集します。

プログラムの特徴

選べる２つのコース

世界の⾏政官と共に学び
未来を拓くリーダーに
社会⼈学⽣募集中

修⼠号（公共政策）

ヤング・リーダーズ・プログラム（YLP）

● 政策立案者及び将来の政治的指導者の養成
● 行政官に求められる専門的知識（経済学、政治学等）の習得
● 海外の現役行政官との実践的な政策論議
● 将来の国際的な活動の展開を支える人脈の形成
● 教授言語は英語
● 1年で修士号取得が目指せる
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国⽴⼤学法⼈�政策研究⼤学院⼤学
アドミッションズオフィス

お問い合わせ 受付:�9:00-12:00、13:00-17:00�⼟⽇祝除く
Email:�admissions@grips.ac.jp�
TEL:�03-6439-6046
〒106-8677 東京都港区六本⽊7-22-1

● 行政コース（2001年～）　　　　　　　　　　　　　　　　
● 地方行政コース（2009年～）
いずれのコースにおいても、行政学や政策研究に関する科目が
提供されるだけでなく、政治家、政府高官、実業界の幹部、地
域社会のリーダーとの政策論議の機会も設けられています。必
修科目では、実践的なコロキアム、実際に現地に赴くフィール
ドトリップ（行政コース）やワークショップ（地方行政コー
ス）に加え、両コースでインディペンデント・スタディの提出
が課されるなど、中央省庁や地方公共団体など他機関と連携し
ながら実際の課題に即した政策研究を行う機会が提供されてい
ます。また、選択科目では、エビデンスに基づく政策立案に資
する分析能力の獲得を目指した、先端的でユニークな政策科学
が学べるデータサイエンス関連科目等が提供されています。



修士（公共政策）/ 
Master of Public Administration / Master of Public Policy
１年（10月～9月）
行政コース　20名程度
地方行政コース　10名程度
※日本人は若干名
アジア諸国、中央ヨーロッパ等28か国
（2015～日本）
入学する年の10月１日時点で原則満40才未満の者
行政機関等において、常勤として3 年（望ましくは５年）以上の実務経験のある者
英語能力を有する者（TOEFL iBT 79 点以上又は IELTS Academic 6.0 以上
の英語能力を有することが望ましい）
検定料　30,000円
入学料　282,000円
授業料　642,960円（年額）　※2024年4月現在
※カリキュラム・募集要項などの情報は、本学ウェブサイトをご参照ください。
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YOUNG LEADERS PROGRAM

５月　　　　　　　８月　　　　　　 ９月予定　　　　　   10月

修了⽣の声

政策研究⼤学院⼤学（GRIPS）とは？

出願から就学までのスケジュール

Q.学生の年齢層はどのぐらいですか

➡20～30代の幅広い年代の学生が学んでいます。

Q.学生寮はありますか

➡入居資格や定員がありますが申請いただけます。

Q.学費以外に必要となる経費はありますか

➡学研災の保険および院生会費用として6,000円、その他課外活動等

が私費となる場合があります。

Q.YLP日本人学生のこれまでの派遣元はどのようなところがありますか

➡伊予銀行、横浜市、農林水産省、財務省、JICA等多岐にわたります。

政策及び政策の革新にかかわる研究と教育を通して、我が国及び世界
の民主的統治の発展と高度化に貢献することを目的に、1997年に開
学した国立大学です。キャンパスは東京六本木に位置し、全学生の約
3分の2が留学生という極めて国際的な環境です。
教員の多くは海外名門大学を修了、政策研究の先進的研究者、又は官
界・国際開発等の分野において豊富な実務経験を持つ者が国内外から
集結しています。修了生数は5,700人（YLPは550名超）に上り、そ
の多くがパブリックセクターに勤務、自国の政策形成・立案に大きな
役割を担う存在として活躍しています。
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よくある質問

YLPには、将来を期待される優秀な行政官が世界各国
から参加しており、学内外での様々な交流の機会を通して、多くの貴重
な気づき・刺激を得ることができます。また、YLPでは日本人が少数派
であり、授業も英語で実施されるため、国内にいながら海外大学院への
留学に匹敵する程、多様性に恵まれた環境で学ぶことができます。
そして何より、YLPで形成した人脈は、グローバル化が一層進む世界を
生きる上で、大きな助けになるでしょう。
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国際協⼒機構(JICA)�インドネシア事務所次⻑
2022-2023�YLP⾏政コース修了⽣


